
キャリア教育企画「まるっとーく in 網野」実施報告 

実施概要 

日 程 2016 年 9 月 29 日（木） 9 月 30 日（金） 

場 所 京都府立網野高等学校・小浜勤労者と子どものセンター（京都府京丹後市） 

内 容 海のまち網野を「必ず戻ってくる！」まちにしよう 

主 催 

京都高大連携研究協議会 

（京都府教育委員会、京都市教育委員会、京都府私立中学高等学校連合会、京都商工会

議所、大学コンソーシアム京都） 

 9/29 9/30 

参 

加 

者 

大 学 生 
１１人 
京都大学、京都産業大学、京都女子大学、京都橘大学、同志社大学 3、 

立命館大学 2、阪南大学、神戸大学 

網野高生 ２８人(企画経営科 2年生) ３０人(企画経営科 2年生) 

地 域 の方 ― ３人（網野地域の旅館経営者等） 

実施報告 

網野高校にて、企画経営科 2 年生を対象に、木曜日の 6 限と金曜日終日の授業として、大学生や地域の

方と交流する「まるっとーく in 網野」を実施しました。 

企画前日は、参加メンバー全員で自己紹介やゲームなどを行い、コミュニケーションを図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日は、小浜勤労者と子どものセンターにてプログラムを実施しました。大学生と高校生がグループに分

かれ、高校生のメンバー1人を主人公に高校卒業から５０歳までのライフプランを考える「山あり谷あり人生ゲ

ーム」を行いました。どのグループも色々な発想が次々と思い浮かび、中には、自身の夢をゲームをとおして

ふくらませて考えた生徒もいたりと、有意義なものとなりました。 

その後、グループごとに網野町の可能性をみつけるまちあるきを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



昼食の後、午前中のまちあるきで発見した網野地域の魅力をグループ毎にまとめて発表し、一冊のアル

バムにまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生・大学生ともに協力的な雰囲気で企画が進み、終始にぎやかなムードでした。今後の人生を考える

ワークや網野のまちあるきを通じて、高校生からは、「今後の進路や将来を考えるきっかけになった」「地元愛

が深まった。地元を大事にしたいと思った」といった感想が多くみられ、網野町の魅力や自身の将来について

の気づきを得る企画となりました。 

 

企画タイムスケジュール 

9/29（木）   10:00 JR 京都駅◆集合・出発 

14:00 網野高校到着・・企画準備 

14:50 高校生と大学生の交流企画◆アイスブレイク（人間ビンゴゲーム） 

15:40 大学生チーム打合せ 

17:30 宿泊場所到着◆夕食・入浴・翌日の企画づくり 

9/30（金）   9:00 ◆企画スタート 

9:10 人生設計ワーク・発表 

10:40 網野町のまちあるき 

12:00 昼食 

13:10 作品づくり（午前中のまちあるき情報を基に作成）・発表 

14:10 振り返り（2 日間の感想などを共有） 

15:00 ◆企画終了◆撤収 

※10/8 事後の大学生の振り返り会（公開） 

 

＜2016 年度のまるっとーく実施校＞ 

9/29・30 京都府立網野高校、10/14・15 京都府立須知高校 

11/11・12 京都府立久美浜高校、12/15・16 京都府立大江高校の 4校 


